
総排出量と資源化量および資源化率

種類別処理量の推移

ごみ量の推移

令和２年７月31日
廃棄物減量等推進審議会

【資料３】

【令和元年度の主な特徴】

・台風15号、19号により被災した東京湾対岸の

近隣自治体（館山市、鋸南町等）から115トンの

可燃ごみを受け入れ。

・横須賀ごみ処理施設エコミルが11月から試運

転を開始し、３月から本格稼働。
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